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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【発行日】令和2年9月10日(2020.9.10)

【公開番号】特開2018-140032(P2018-140032A)
【公開日】平成30年9月13日(2018.9.13)
【年通号数】公開・登録公報2018-035
【出願番号】特願2017-36992(P2017-36992)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ    7/02     ３１２Ｚ

【手続補正書】
【提出日】令和2年7月29日(2020.7.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技者の操作によって遊技媒体が打込まれる遊技領域を備える遊技機において、
　前記遊技領域は、通常遊技状態において遊技球が打込まれる第１遊技領域と、遊技者に
とって通常遊技状態よりも有利な遊技状態において遊技球が打込まれる第２遊技領域とを
含み構成され、
　前記第２遊技領域は、遊技領域の上側を囲う外レールの下方に形成された遊技媒体の外
形よりも若干大きい通路幅から成る幅狭部を通過した遊技媒体が打込まれるようにされて
おり、
　前記幅狭部を通過した遊技媒体が前記第２遊技領域へ至るまでに第１流路または第２流
路のいずれか一方の流路を流下するように、前記第１流路および前記第２流路の上流側に
は遊技媒体の流下方向を分岐させる分岐部が設けられ、
　前記第１流路と前記第２流路は流下しはじめた流路から他方の流路に遊技媒体が混流し
ないように仕切部によって仕切られており、
　前記仕切部は、少なくとも仕切り幅が異なる第１仕切部と第２仕切部を含み構成されて
いる
　ことを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　上記の目的を達成するため本発明は、請求項１に記載したように、
　遊技者の操作によって遊技媒体が打込まれる遊技領域を備える遊技機において、
　前記遊技領域は、通常遊技状態において遊技球が打込まれる第１遊技領域と、遊技者に
とって通常遊技状態よりも有利な遊技状態において遊技球が打込まれる第２遊技領域とを
含み構成され、
　前記第２遊技領域は、遊技領域の上側を囲う外レールの下方に形成された遊技媒体の外
形よりも若干大きい通路幅から成る幅狭部を通過した遊技媒体が打込まれるようにされて
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おり、
　前記幅狭部を通過した遊技媒体が前記第２遊技領域へ至るまでに第１流路または第２流
路のいずれか一方の流路を流下するように、前記第１流路および前記第２流路の上流側に
は遊技媒体の流下方向を分岐させる分岐部が設けられ、
　前記第１流路と前記第２流路は流下しはじめた流路から他方の流路に遊技媒体が混流し
ないように仕切部によって仕切られており、
　前記仕切部は、少なくとも仕切り幅が異なる第１仕切部と第２仕切部を含み構成されて
いる遊技機を提供する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】削除
【補正の内容】


	header
	written-amendment

